
【はじめに】

　近年，労働環境改善への関心の高まりにより，労働実

態調査が様々な分野で実施され，勤務における疲労の

実態把握や疲労改善策が報告1,2) されている．栄養士の

現場においても，就職実態調査3,4) や職務満足度調査5,6)，

調理業務従事者の疲労度調査7,8)，調理施設の衛生面向上

や疲労軽減を目的とした施設設備改善の検討9) などが実

施されている．しかし，業務における疲労度調査の報告

は他分野に比べて少なく，調理業務における疲労の実態

は明らかになっていないのが現状である．大量調理施設

での調理業務は，同一作業・同一姿勢が長時間続く点，

大量の食材や重量物を扱う点，休みや勤務時間が不定期

な点などの特徴があり，調理従事者の心身への負担は大

きいと推測される．

　そこで，小濱らは大量調理施設の調理従事者を対象と

した疲労度調査10) を行った．その結果，対象者は精神
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的な疲労よりも肉体的な疲労を強く感じており，負担の

大きい身体部位別は，首・両肩・腰・両膝下腿であると

推察された．しかし，この調査では調理従事者の職種と

疲労の関係については示されていない．そこで本研究で

は，対象者の職種に着目し，管理栄養士と栄養士の勤務

前後の疲労の相違について比較検討を行った．

【方法】

1. 調査対象

　調査協力に同意を得た委託給食会社に勤務する調理従

事者のうち，自記式質問紙調査，歩数調査，疲労度調査

に同意を得た女性12名（管理栄養士6名，栄養士6名）を

対象とした．

2. 調査方法

　質問紙調査，歩数調査および疲労度調査を実施し，対

象者を職種別に「管理栄養士群」「栄養士群」に分類し，

各群における疲労について比較検討した．

　質問紙調査は，平成27年9月～11月に留め置き法によ

る記名式の自記式質問紙調査を用い，質問紙の回収は郵

送で行った．対象者の基本属性としては，職種，年齢，

身長，体重，勤務歴，調理業務で特に疲労を感じる作業

などについて調査した．

　歩数調査はライフコーダ（スズケン）を用い，勤務日

7日間の歩数を調査した．

　疲労度調査は，ある勤務日1日について「自覚症しらべ」

「疲労部位しらべ」（日本産業衛生学会産業疲労研究会）11)～14)

を用い，疲労の自覚症状について調査した．調査の測定

点は，始業時・終業時とし，管理栄養士群・栄養士群の

勤務前後の疲労変化について比較検討した．

　自覚症しらべは，痛みやだるさ，精神的な疲労などに

関する全25項目から構成され，それぞれ5項目ずつで「Ⅰ

群：ねむけ感」「Ⅱ群：不安定感」「Ⅲ群：不快感」「Ⅳ

群：だるさ感」「Ⅴ群：ぼやけ感」の5群に分類されてい

る．各項目は「まったくあてはまらない」「わずかにあ

てはまる」「すこしあてはまる」「かなりあてはまる」「非

常によくあてはまる」の5段階で評価される．疲労部位

しらべは，全身17箇所の痛みやだるさについて「全く感

じない」「わずかに感じる」「かなり感じる」「強く感じる」

の4段階で評価される．

3. 統計処理

　得られたデータは，統計ソフト SPSS Statistics 23.0を

用いて統計的分析を行った．勤務前後の疲労度について

は Wilcoxon の符号順位検定を用いた．統計的優位水準

は5% 未満とした．

4. 倫理的配慮

　対象者には，研究目的や調査協力の任意性，情報保護

等について口頭と文書で説明し，質問紙の返送をもって

調査協力の同意が得られたものとみなした．なお，本研

究は名古屋文理大学短期大学部研究倫理委員会の承認を

得て実施した．

【結果および考察】

1．対象者の基本属性および勤務中の平均歩数

　対象者の基本属性および平均歩数を表1に示した．歩

数調査より，勤務中の平均歩数は管理栄養士群の方が多

かった．栄養士業務は調理作業が中心であり，厨房内の

移動にとどまるため，管理栄養士群よりも平均歩数が少

なかったと考えられる．

　自記式質問紙調査により，対象者が調理業務で特に疲

労を感じる作業について調査した結果，勤務時の疲労の

訴えが多い作業は，管理栄養士群では食器洗浄（6名中3

名），栄養士群では調理作業（6名中3名）であった．

2．勤務前後の疲労の自覚症状

　勤務前後の疲労の自覚症状について，「自覚症しらべ」

の結果を表2に示した．勤務前後の疲労変化は，水野ら8)

の調査と同様，勤務後に高まった．自覚症しらべ全25項

目のうち，管理栄養士群では「全身がだるい」「足がだ

るい」の2項目で勤務後に疲労が高まった（ｐ＜0.05）．

栄養士群では，「ねむい」「横になりたい」「あくびがでる」

「腕がだるい」「目がかわく」の5項目で勤務後に疲労が

高まった（ｐ＜0.05）．

　各群の疲労の自覚症状の特徴としては，管理栄養士群

では「だるさ」に関する項目の訴えが多く，栄養士群で

は「Ⅰ群：ねむけ感」に該当する項目の訴えが多かった．

両群ともに精神的な疲労に関する「Ⅱ群：不安定感」に

該当する項目では，勤務前後で有意差はなかった．小濱

ら10) の調査において，調理業務における疲労は，精神

表1　対象者の基本属性

（平均±標準偏差）

管理栄養士群 栄養士群

　 n=6 n=6

年齢（歳） 24.5 ± 1.2 31.7 ± 11.2
身長 (cm） 159 ± 3.8 160 ± 3.6
体重 (kg） 47.8 ± 3.5 52.8 ± 5.2
勤続年数（年） 3.2 ± 1.3 4.0 ± 3.2
勤務日数（日 / 週） 4.8 ± 0.4 4.8 ± 0.4
勤務時間（時間 / 日） 8 ± 0.0 8.2 ± 0.4
平均歩数（歩） 13395.5 ± 3539.9 8206.2 ± 2621.4
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表2　勤務前後の疲労の自覚症状表 2 勤務前後の疲労の自覚症状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％

まったくあてはまらない 1 16.7 1 16.7 1 16.7 0 0.0 まったくあてはまらない 4 66.7 4 66.7 5 83.3 1 16.7

わずかにあてはまる 1 16.7 1 16.7 2 33.3 2 33.3 わずかにあてはまる 2 33.3 0 0.0 1 16.7 2 33.3

すこしあてはまる 3 50.0 1 16.7 0.564 1 16.7 1 16.7 すこしあてはまる 0 0.0 0 0.0 0.157 0 0.0 3 50.0

かなりあてはまる 0 0.0 3 50.0 2 33.3 1 16.7 かなりあてはまる 0 0.0 2 33.3 0 0.0 0 0.0

非常によくあてはまる 1 16.7 0 0.0 0 0.0 2 33.3 非常によくあてはまる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

まったくあてはまらない 2 33.3 0 0.0 1 16.7 0 0.0 まったくあてはまらない 2 33.3 0 0.0 3 50.0 2 33.3

わずかにあてはまる 2 33.3 1 16.7 3 50.0 0 0.0 わずかにあてはまる 1 16.7 1 16.7 3 50.0 1 16.7

すこしあてはまる 0 0.0 0 0.0 0.071 0 0.0 1 16.7 すこしあてはまる 2 33.3 3 50.0 0.059 0 0.0 1 16.7 0.109

かなりあてはまる 1 16.7 4 66.7 1 16.7 3 50.0 かなりあてはまる 1 16.7 2 33.3 0 0.0 1 16.7

非常によくあてはまる 1 16.7 1 16.7 1 16.7 2 33.3 非常によくあてはまる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 16.7

まったくあてはまらない 2 33.3 2 33.3 2 33.3 0 0.0 まったくあてはまらない 4 66.7 3 50.0 5 83.3 5 83.3

わずかにあてはまる 1 16.7 1 16.7 2 33.3 2 33.3 わずかにあてはまる 1 16.7 0 0.0 1 16.7 1 16.7

すこしあてはまる 1 16.7 1 16.7 0.564 2 33.3 1 16.7 すこしあてはまる 1 16.7 3 50.0 0.180 0 0.0 0 0.0 1.000

かなりあてはまる 1 16.7 2 33.3 0 0.0 3 50.0 かなりあてはまる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

非常によくあてはまる 1 16.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 非常によくあてはまる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

まったくあてはまらない 4 66.7 3 50.0 2 33.3 0 0.0 まったくあてはまらない 3 50.0 0 0.0 3 50.0 2 33.3

わずかにあてはまる 0 0.0 1 16.7 2 33.3 3 50.0 わずかにあてはまる 3 50.0 1 16.7 3 50.0 0 0.0

すこしあてはまる 1 16.7 0 0.0 0.593 0 0.0 2 33.3 0.317 すこしあてはまる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 33.3 0.102

かなりあてはまる 1 16.7 2 33.3 2 33.3 1 16.7 かなりあてはまる 0 0.0 2 33.3 0 0.0 1 16.7

非常によくあてはまる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 非常によくあてはまる 0 0.0 3 50.0 0 0.0 1 16.7

まったくあてはまらない 3 50.0 1 16.7 3 50.0 1 16.7 まったくあてはまらない 1 16.7 1 16.7 2 33.3 0 0.0

わずかにあてはまる 3 50.0 0 0.0 2 33.3 2 33.3 わずかにあてはまる 2 33.3 1 16.7 1 16.7 2 33.3

すこしあてはまる 0 0.0 4 66.7 1 16.7 2 33.3 0.129 すこしあてはまる 1 16.7 2 33.3 0.317 1 16.7 0 0.0 0.059

かなりあてはまる 0 0.0 1 16.7 0 0.0 1 16.7 かなりあてはまる 2 33.3 1 16.7 2 33.3 2 33.3

非常によくあてはまる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 非常によくあてはまる 0 0.0 1 16.7 0 0.0 2 33.3

まったくあてはまらない 4 66.7 5 83.3 1 16.7 2 33.3 まったくあてはまらない 4 66.7 4 66.7 2 33.3 2 33.3

わずかにあてはまる 0 0.0 1 16.7 4 66.7 4 66.7 わずかにあてはまる 1 16.7 1 16.7 2 33.3 2 33.3

すこしあてはまる 2 33.3 0 0.0 0.276 0 0.0 0 0.0 0.180 すこしあてはまる 0 0.0 0 0.0 1.000 1 16.7 0 0.0 0.655

かなりあてはまる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 かなりあてはまる 1 16.7 1 16.7 1 16.7 2 33.3

非常によくあてはまる 0 0.0 0 0.0 1 16.7 0 0.0 非常によくあてはまる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

まったくあてはまらない 2 33.3 6 100.0 1 16.7 1 16.7 まったくあてはまらない 4 66.7 4 66.7 2 33.3 0 0.0

わずかにあてはまる 1 16.7 0 0.0 3 50.0 4 66.7 わずかにあてはまる 1 16.7 2 33.3 2 33.3 1 16.7

すこしあてはまる 2 33.3 0 0.0 0.066 1 16.7 1 16.7 0.414 すこしあてはまる 0 0.0 0 0.0 0.414 1 16.7 3 50.0 0.059

かなりあてはまる 1 16.7 0 0.0 1 16.7 0 0.0 かなりあてはまる 1 16.7 0 0.0 1 16.7 2 33.3

非常によくあてはまる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 非常によくあてはまる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

まったくあてはまらない 5 83.3 6 100.0 3 50.0 5 83.3 まったくあてはまらない 4 66.7 4 66.7 3 50.0 4 66.7

わずかにあてはまる 0 0.0 0 0.0 2 33.3 1 16.7 わずかにあてはまる 1 16.7 2 33.3 2 33.3 1 16.7

すこしあてはまる 1 16.7 0 0.0 0.317 1 16.7 0 0.0 0.180 すこしあてはまる 0 0.0 0 0.0 0.414 1 16.7 0 0.0 1.000

かなりあてはまる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 かなりあてはまる 1 16.7 0 0.0 0 0.0 1 16.7

非常によくあてはまる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 非常によくあてはまる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

まったくあてはまらない 3 50.0 2 33.3 2 33.3 2 33.3 まったくあてはまらない 1 16.7 2 33.3 2 33.3 0 0.0

わずかにあてはまる 1 16.7 2 33.3 3 50.0 2 33.3 わずかにあてはまる 2 33.3 3 50.0 2 33.3 1 16.7

すこしあてはまる 2 33.3 2 33.3 0.564 0 0.0 1 16.7 0.564 すこしあてはまる 2 33.3 1 16.7 0.157 1 16.7 3 50.0

かなりあてはまる 0 0.0 0 0.0 1 16.7 1 16.7 かなりあてはまる 0 0.0 0 0.0 1 16.7 2 33.3

非常によくあてはまる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 非常によくあてはまる 1 16.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0

まったくあてはまらない 3 50.0 4 66.7 2 33.3 2 33.3 まったくあてはまらない 6 100.0 6 100.0 5 83.3 5 83.3

わずかにあてはまる 2 33.3 2 33.3 3 50.0 1 16.7 わずかにあてはまる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 16.7

すこしあてはまる 0 0.0 0 0.0 0.257 1 16.7 2 33.3 0.480 すこしあてはまる 0 0.0 0 0.0 1.000 0 0.0 0 0.0 0.317

かなりあてはまる 1 16.7 0 0.0 0 0.0 1 16.7 かなりあてはまる 0 0.0 0 0.0 1 16.7 0 0.0

非常によくあてはまる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 非常によくあてはまる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

まったくあてはまらない 4 66.7 3 50.0 4 66.7 4 66.7 Wilcoxonの符号順位検定　　＊ｐ<0.05

わずかにあてはまる 1 16.7 1 16.7 1 16.7 1 16.7

すこしあてはまる 1 16.7 2 33.3 0.317 0 0.0 0 0.0 1.000

かなりあてはまる 0 0.0 0 0.0 1 16.7 1 16.7

非常によくあてはまる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

まったくあてはまらない 3 50.0 3 50.0 4 66.7 2 33.3

わずかにあてはまる 1 16.7 2 33.3 2 33.3 3 50.0

すこしあてはまる 2 33.3 1 16.7 0.564 0 0.0 1 16.7 0.180

かなりあてはまる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

非常によくあてはまる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

まったくあてはまらない 6 100.0 6 100.0 4 66.7 5 83.3

わずかにあてはまる 0 0.0 0 0.0 1 16.7 1 16.7

すこしあてはまる 0 0.0 0 0.0 1.000 1 16.7 0 0.0 0.317

かなりあてはまる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

非常によくあてはまる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

まったくあてはまらない 4 66.7 4 66.7 0 0.0 1 16.7

わずかにあてはまる 0 0.0 1 16.7 4 66.7 2 33.3

すこしあてはまる 2 33.3 0 0.0 1.000 1 16.7 2 33.3 1.000

かなりあてはまる 0 0.0 1 16.7 1 16.7 1 16.7

非常によくあてはまる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

まったくあてはまらない 4 66.7 4 66.7 5 83.3 6 100.0

わずかにあてはまる 2 33.3 1 16.7 1 16.7 0 0.0

すこしあてはまる 0 0.0 0 0.0 0.317 0 0.0 0 0.0 0.317

かなりあてはまる 0 0.0 1 16.7 0 0.0 0 0.0

非常によくあてはまる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
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表3　勤務前後の身体部位別疲労度表 3 勤務前後の身体部位別疲労度 

 

 

 
人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％

全く感じない 3 50.0 2 33.3 5 83.3 2 33.3
わずかに感じる 3 50.0 3 50.0 0.157 1 16.7 1 16.7 0.063
かなり感じる 0 0.0 1 16.7 0 0.0 3 50.0
強く感じる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
全く感じない 4 66.7 2 33.3 3 50.0 1 16.7
わずかに感じる 2 33.3 3 50.0 0.102 3 50.0 0 0.0
かなり感じる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 4 66.7
強く感じる 0 0.0 1 16.7 0 0.0 1 16.7
全く感じない 3 50.0 1 16.7 4 66.7 2 33.3
わずかに感じる 3 50.0 3 50.0 0.063 2 33.3 0 0.0 0.059
かなり感じる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 3 50.0
強く感じる 0 0.0 2 33.3 0 0.0 1 16.7
全く感じない 3 50.0 2 33.3 3 50.0 1 16.7
わずかに感じる 3 50.0 1 16.7 3 50.0 3 50.0
かなり感じる 0 0.0 3 50.0 0 0.0 2 33.3
強く感じる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
全く感じない 6 100.0 3 50.0 6 100.0 4 66.7
わずかに感じる 0 0.0 3 50.0 0.083 0 0.0 2 33.3 0.157
かなり感じる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
強く感じる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
全く感じない 5 83.3 3 50.0 5 83.3 4 66.7
わずかに感じる 1 16.7 2 33.3 0.102 1 16.7 2 33.3 0.317
かなり感じる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
強く感じる 0 0.0 1 16.7 0 0.0 0 0.0
全く感じない 6 100.0 4 66.7 6 100.0 5 83.3
わずかに感じる 0 0.0 2 33.3 0.157 0 0.0 1 16.7 0.317
かなり感じる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
強く感じる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
全く感じない 5 83.3 2 33.3 6 100.0 5 83.3
わずかに感じる 1 16.7 3 50.0 0 0.0 1 16.7 0.317
かなり感じる 0 0.0 1 16.7 0 0.0 0 0.0
強く感じる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
全く感じない 2 33.3 0 0.0 5 83.3 2 33.3
わずかに感じる 3 50.0 2 33.3 0.063 1 16.7 1 16.7 0.066
かなり感じる 0 0.0 3 50.0 0 0.0 2 33.3
強く感じる 0 0.0 1 16.7 0 0.0 1 16.7
全く感じない 5 83.3 2 33.3 6 100.0 6 100.0
わずかに感じる 1 16.7 4 66.7 0.083 0 0.0 0 0.0 1.000
かなり感じる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
強く感じる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
全く感じない 5 83.3 3 50.0 5 83.3 5 83.3
わずかに感じる 1 16.7 1 16.7 0.157 1 16.7 0 0.0 0.317
かなり感じる 0 0.0 2 33.3 0 0.0 1 16.7
強く感じる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
全く感じない 5 83.3 3 50.0 6 100.0 4 66.7
わずかに感じる 1 16.7 2 33.3 0.083 0 0.0 2 33.3 0.157
かなり感じる 0 0.0 1 16.7 0 0.0 0 0.0
強く感じる 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
全く感じない 4 66.7 3 50.0 6 100.0 4 66.7
わずかに感じる 2 33.3 1 16.7 0.102 0 0.0 2 33.3 0.157
かなり感じる 0 0.0 1 16.7 0 0.0 0 0.0
強く感じる 0 0.0 1 16.7 0 0.0 0 0.0
全く感じない 6 100.0 0 0.0 6 100.0 2 33.3
わずかに感じる 0 0.0 2 33.3 0 0.0 3 50.0 0.059
かなり感じる 0 0.0 1 16.7 0 0.0 1 16.7
強く感じる 0 0.0 3 50.0 0 0.0 0 0.0
全く感じない 6 100.0 0 0.0 6 100.0 2 33.3
わずかに感じる 0 0.0 1 16.7 0 0.0 3 50.0 0.059
かなり感じる 0 0.0 1 16.7 0 0.0 1 16.7
強く感じる 0 0.0 4 66.7 0 0.0 0 0.0
全く感じない 5 83.3 1 16.7 6 100.0 4 66.7
わずかに感じる 1 16.7 3 50.0 0 0.0 2 33.3 0.157
かなり感じる 0 0.0 1 16.7 0 0.0 0 0.0
強く感じる 0 0.0 1 16.7 0 0.0 0 0.0
全く感じない 5 83.3 1 16.7 6 100.0 4 66.7
わずかに感じる 1 16.7 3 50.0 1.000 0 0.0 2 33.3 0.157
かなり感じる 0 0.0 1 16.7 0 0.0 0 0.0
強く感じる 0 0.0 1 16.7 0 0.0 0 0.0

Wilcoxonの符号順位検定　　＊ｐ<0.05
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的な疲労よりも肉体的な疲労を強く感じる傾向が示され

たが，本研究においても同様の結果が得られた．

3. 勤務前後の身体部位別疲労度

　勤務前後の身体部位別疲労度について「疲労部位しら

べ」の結果を表3に示した．疲労部位しらべ全17箇所の

うち，管理栄養士群は，「背部」「右肘前腕」「左膝下腿」「右

膝下腿」「左足足首」の5箇所において疲労が勤務後に高

まった（ｐ＜0.05）．栄養士群では，「左肩」「背部」の2

箇所において疲労が勤務後に高まった（ｐ＜0.05）．

　各群の身体部位別疲労度の特徴としては，管理栄養士

群では特に下半身（両側下腿，両膝，左足首）に疲労が

みられ，足への負担が大きいことが推察された．管理栄

養士群における足の疲労に関しては，勤務時の平均歩数

が栄養士群よりも多いことからも裏付けられるが，これ

が調理業務のみに起因する疲労なのかを明らかにするこ

とは，今回の調査ではできなかった．管理栄養士は，一

般に栄養指導などで施設内の移動が多く，これが足の疲

労の要因となる可能性が考えられる．足の疲労の要因が，

調理業務のみに起因するものなのか，それ以外の業務の

影響も受けているのかを明らかにするためには，調理以

外の業務内容や勤務時の行動の詳細をさらに調査する必

要があると考える．

　栄養士群の身体部位別疲労度の特徴としては，肩や背

部の疲労が有意に高まった．自記式質問紙調査結果より，

栄養士群において「疲れやすい作業」として訴えの多い

「調理作業」は，一般に上半身を使った動きが多い．そ

のため，肩や背部といった上半身の疲労が高まったと考

えられる．水野ら8) の研究でも調理作業における疲労の

特徴として，上半身の訴えが高いことが報告されており，

今回の調査と同様の結果が示されている．以上のことか

ら，調理作業では，特に上半身において疲労が高まる可

能性が示唆された．しかし，調理業務における疲労には，

施設設備や作業動線，調理台の高さと身長の関係，継続

的な前傾姿勢や前傾斜角度，職場環境や勤務年数など，

様々な要因が影響を与えることが報告5) ～9) されている．

今回の調査では残念ながら施設設備や調理作業の様子は

調査することはできなかったが，施設設備や作業動線な

どの追加調査の必要性を感じた．

　調理業務における疲労を検討するためには，これまで

に得られたデータを細かく分析するとともに，さらなる

調査を実施し，各因子と疲労の関連について解析を行う

必要があると考えられる．

【まとめ】

　大量調理施設の調理従事者の職種の相違が，調理作業

における疲労におよぼす影響について調査することを目

的に，本研究を行った．対象者を職種別（管理栄養士・

栄養士）に分類し，疲労の自覚症状について比較検討を

行った．

　その結果，勤務前後の疲労変化は，両群とも勤務後に

肉体的な疲労が高まった．このことから，対象者は精神

的な疲労よりも肉体的な疲労を強く感じていることが示

唆された．各群の疲労の特徴は，管理栄養士群では足の

疲労，栄養士群では上半身の疲労が高まった．管理栄養

士群で足の疲労が高まった理由は，管理栄養士群の方が

栄養士群より平均歩数が多いことで裏付けられる．ただ

し，管理栄養士群の平均歩数増加の要因のひとつとして，

調理以外の業務による施設内移動も考えられる．今回の

調査では足の疲労が調理業務のみに起因する疲労なのか

を明らかにすることはできなかった．栄養士群で上半身

の疲労が高まった理由は，勤務時に疲労を感じやすい作

業として調理作業と回答する者が多いことや，調理作業

では上半身を使った動きが多いことが要因として考えら

れる．

　調理作業における疲労には様々な要因が影響すると考

えられるため，今後は各因子と疲労の関連についてさら

なる解析を行う必要があると考えられる．
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